
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成26年７月３日（第16回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ
　梅雨が明ければ、いよいよ夏本番。日よけや風

通しの工夫、それから冷たい食べ物などで上手に

涼しさを取り入れて夏を乗り切りたいなと思いま

す。ご案内役の奈良のりえです。

　この「チャンレジ・ザ・ドリーム」では、大企

業トップへのインタビューなどを、およそ１時間

にわたってお伝えしていますが、今日のトップイ

ンタビューは、これからの時期に欠かせない冷た

い食べ物にも関係のある会社です。アイスクリー

ムや冷凍食品の卸売りや自動販売機事業などを手

がける、高崎市の株式会社松村乳業の松村武社長

にお話を伺います。松村乳業を中心とする、合わ

せて９社のグループ企業があり、関東一円と北陸、

東北などの１都13県に合わせて21の拠点を置い

ています。グループの年間売上高は300億円に届

く勢いです。そんな松村乳業のスタートは、松村

社長が高校を卒業してすぐに始めたアイスキャン

ディの卸売りだったそうです。これが成功して事

業を拡大、業界大手に成長しました。起業の様子

や事業拡大のポイント、信念、プライベートな一

面など、松村社長にお話を伺っていきます。また、

番組後半は、癒やし系雑貨の企画・製造・販売を

手がけている高崎市の株式会社ほんやら堂への訪

問インタビューをお送りします。

●トップインタビュー

株式会社松村乳業
 松村武社長
̶̶̶株式会社松村乳業の松村武社長にFMぐん

まのスタジオにお越しいただきました。今日はど

うぞよろしくお願いします。

（松村社長）よろしくお願いいたします。

̶̶̶いやあ、もうアイスキャンディが本当に毎

日のように食べたい季節になってきましたね。

（松村社長）そうですね。

̶̶̶社長もやっぱり毎日召し上がるんですか。

（松村社長）ええ、毎日のように食べますよ。

̶̶̶そのキャンディのスウィートなイメージが

あると言ってもいいですか、松村社長。

（松村社長）ああ結構、何と言われても大丈夫。

̶̶̶表情が豊かで笑顔がお優しい松村社長にお

話をいろいろ伺っていきたいと思います。

（松村社長）はい。

【高校卒業後18歳で創業】

̶̶̶松村社長は1942年（昭和17年）生まれの、

現在72歳。

（松村社長）はい。

̶̶̶県立高崎商業高校の出身ということなんで

【プログラム】

●トップインタビュー

　株式会社松村乳業

 松村武社長

●群馬県信用保証協会からのお知らせ

　 「ぐんまグッドサポートガイド」「信用保証

ガイド」について

●チャレンジ企業紹介コーナー

　株式会社ほんやら堂

◎アナウンサー　奈良のりえ

16



チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

すけれども、高校を卒業して、３カ月後にアイス

キャンディの卸売りの事業を始めたそうですね。

（松村社長）はい。

̶̶̶例えばほかに、どこかにお勤めになるとか、

大学に進学するとか、そういう選択肢はなかった

んですか。

（松村社長）あったんですけど、自分で、人さま

に使われる身分じゃなくて、皆さまを活用できる、

そういう仕事をやってみたいということで、その

ためには自分で仕事をやる以外にないなと思って、

それで始めたんですよ。

̶̶̶例えばリーダーシップを取るのが好きとか、

人をまとめたりするのがお得意だったんですか。

（松村社長）得意だかどうだか知りませんけど、

一度、高校２年生のときに、新宿の伊勢丹の通り

で、たくさん人がいますよね。

̶̶̶いますね。

（松村社長）それで対面から歩いてくる女性に声

を掛けて、お茶に誘えたら合格ということで、仲

間５人とやったわけですね。

̶̶̶すごいですね。どうでした？

（松村社長）そうしたら、自分が、それ、成功で

きたんです。

̶̶̶はあ。

（松村社長）３人連れの女の子に、「ぜひ一緒にお

茶をいかがですか」って言ったら、「いいわよ」っ

て付いてきてくれたの。

̶̶̶人を引き付ける何かを持っていらっしゃる

んですね。

（松村社長）いや、どうだか知らないけど。それが、

それまでは女性と正面で会っても、ポッと赤く

なって、恥ずかしくてしゃべれなかったんです。

̶̶̶それがなぜできたんでしょうね。

（松村社長）やってみようと思ってチャレンジし

たら、できたんですよ。

̶̶̶そして、アイスキャンディの卸売りを松村

社長はお選びになったんですけれども、これはど

ういったところからアイスキャンディに目を付け

たんですか。

（松村社長）いろいろ、自分なりにいろんな話を

調べて、現金でできる商売は何かということで、

大資本がなくてもできる、要するに小資本ででき

る仕事ということですから。

̶̶̶要はその仕組みとしては、どこかから買っ

てきて、それを卸すということでいいんですか。

（松村社長）卸していただいて、それを持って、

いろんな商店に自分のアイスを買ってくださいと

いうことでお願いに行って、１軒、また１軒とい

う形で訪問しながら買っていただいたということ

なんですよ。

̶̶̶でも、そのときというのは、もうそういっ

たことを手がけている方がいたわけですよね、会

社があったわけですよね。

（松村社長）そう、もうみんな、決まっていた。

これ、定番で。もう特約店制度っていうのが全部

決まっていて、入る隙がなかったんです。

̶̶̶そんな隙がない事業をやれるもんですか

ね。

（松村社長）ですから、自分の周りの皆さんが、「今

始めたって、失敗するのが目に見えてるからやめ

なさい」って、異口同音に言ってくれたんです。

̶̶̶松村社長はその反対を押し切って始めたわ

けですか。

（松村社長）なせば成るんです。

̶̶̶なせば成る。

（松村社長）やってみるっていうことで。

̶̶̶何となくいけるかなっていうものがあった

んですか。

（松村社長）いや、行動力。若いし、18歳でしょう。

それで、人さまの３倍仕事ができれば、ほかの人

にだんだん近づくんじゃないか、追い付けるん

じゃないかっていう、そういう形で、朝から夜中

まで仕事をしようということで、それで日々過ご

したんです。

̶̶̶でも松村社長、さっきおっしゃったように、

もう特約店が決まっているところを、どうやって

入っていくんですか。

（松村社長）だから、「ぜひアイスキャンディを卸

していただけますか」って言ったら、その会社が

高崎市内の鞘町にあって、「じゃあ榛東村とか、群

馬町、そっちなら売っていいですよ」と。

̶̶̶いわゆる社長が新規開拓をしていったわけ

ですね。

（松村社長）そう。

̶̶̶で、当時って、どのようにそれを販売して

いったんですか。
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（松村社長）まだ当時は電気冷蔵庫がなかったん

です。

̶̶̶じゃあ、どういうふうにして保管というか、

していたんでしょうね。

（松村社長）魔法瓶という……。

̶̶̶魔法瓶？

（松村社長）ええ。あれの業務用の魔法瓶って、

細長い筒のやつが、上がこうなっていまして、コ

ルクのふたをこういうふうにするんです。

̶̶̶コルクで？

（松村社長）ええ。ドライアイスを入れて、朝か

ら夜までもつんです。

̶̶̶そこに、では、朝、アイスを運んで、また

……。

（松村社長）そう。１袋に50個入っている、ビニー

ルの袋に。全部裸なんですよ。包装なんかしてな

いんで。１個５円売りっていうので、それを４円

で納めていって、最初そういう仕組みだったんで

す。

̶̶̶今ほどいろんな技術が発達していない中で、

その運ぶ過程で溶けちゃったりとか、そういうの

は大丈夫だったんですか。

（松村社長）そのころはまだオートバイっていう

のもほとんどない時代で。

̶̶̶榛東までどうやって運んだんですか、社長。

（松村社長）自転車で、荷物を運ぶ用の自転車っ

ていうのがあったんだ。後ろがこういうふうに、

このぐらい大きい。

̶̶̶結構大きく……。

（松村社長）この鉄の枠みたいなところにしてあっ

て……。

̶̶̶ええ、荷物が置けるようになっていて

……。

（松村社長）そう。それで、ハンドルを持って、

足をこぐんです。と、スーパーカブの前身の、そ

れでそのエンジンを回して、それでこういうふう

に走るっていうのがあったんです。

̶̶̶それで１日、いろんなところを回って。

（松村社長）そう。それで、いざお客さまに買っ

てもらおうと思って行ったんだけど……。

̶̶̶どうでした？

（松村社長）お店の玄関を入れないで、通り過ぎ

ちゃうんですよ、これが。

̶̶̶敷居がこう……。

（松村社長）そうそう、敷居をまたげなかった。

̶̶̶またげなかった。

（松村社長）それで、何周かして、それじゃ駄目だっ

ていうので、その前で止まって、目をつぶってそ

の敷居をまたがせていただいて、「こういう者です

けど」っていうことで、ぜひ自分のアイスを買っ

てくださいっていう、そのお願いをした。

̶̶̶まさに飛び込んで、ご自分で開拓をして

いったわけですか。

（松村社長）そういうことなんですね。

̶̶̶で、それはうまくいったんですか。

（松村社長）そう。最初は２～３日は駄目だった

んですけど、何度か行くうちに、「じゃあ、あなた

の買ってあげるよ」って買ってくれるんです。

̶̶̶でも、そのときには、ほかのアイスキャン

ディ、ほかのお店のものがあるわけですよね。

（松村社長）そう、ほかの店のほかの会社がお貸

ししている魔法瓶の中に買ってもらうんですよ。

̶̶̶入れちゃうんですか、社長。

（松村社長）ヤドカリみたいに買ってもらっちゃう。

そうすると、相手の会社がやっぱりだんだん怒る

んです。

̶̶̶怒りますでしょうねえ。そのあたりってい

うのは、どのように調整して？

（松村社長）そんなことを何回かしている間に、

自分もだから魔法瓶を何本か購入して、それを代

わりに持ってきますからということで。そうする

と今度は、自分の製品を100パーセント売ってく

れるんですよ。

̶̶̶まずは、あった魔法瓶というか、他社のと

ころにアイスキャンディを忍ばせて、だんだん売

上を上げていって……。

（松村社長）そう。買ってもらうと、向こうが今

度は来ても入らないんですよ。売れる店なんか、

１日、６回から７回行ったんですから。

̶̶̶そんなに行くんですか。

（松村社長）それでみんな、すぐ買ってもらっちゃ

うんですから。相手が来たものが入らない、納品

できないんです。

̶̶̶そうですよね。もともとあった会社という

のは、アイスキャンディの会社などの方が来ても、

もう社長のところの商品でいっぱいになっている
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わけですものね。

（松村社長）そうなんです。

̶̶̶で、そういう中でちょっと反発もあったけ

れども、そういうところから、今度はご自分のと

ころの魔法瓶のケースを持っていって、で、納め

て。

（松村社長）それで、専売で今度はしてくれるん

です。

̶̶̶社長、なかなかのフットワークですねえ。

（松村社長）それで、日々、それで成功しだした

でしょう。それで、目標は１日１軒という、新規

のお客さま、毎日１軒というので、それをずっと

やったんですよ。

̶̶̶それはちょっとハードすぎませんかね。ど

んなことを考えながらやってらっしゃったんです

か、そのとき。

（松村社長）まだ暇な時は、そのお店さんの、何

でもお手伝いをするんですよ。

̶̶̶え？

（松村社長）お客さんの軒数がまだないでしょう。

̶̶̶だって１日何軒も回るのに、そのお店さん

に行ったときに、ちょっとお手伝いをするんです

か。

（松村社長）そう。お掃除だって、何だって、み

んなしちゃうんですよ。

̶̶̶それで10代の若い青年がそんなに頑張っ

てやってらしたら、お店の方はねえ。

（松村社長）「買ってやれ」って言うんですよ。

̶̶̶なりますよね。懐に入るのがうまいですね、

お上手ですね。

（松村社長）だんなは「買ってやる」って言うし、

そこのおかみさんは、「あの子は一生懸命やるから、

あの子から買いましょう」っていうことで。そう

いう形で１軒１軒と、どんどんお客さんが増えて

いった。

̶̶̶それで増やしていったわけですね。でも、

それだけ今度、売れるようになってくると、倉庫

も必要になってきたりとか、いろいろとまた増や

さなくてはいけない部分が出てきますよね。その

あたりは社長、どのようにしていったんですか。

（松村社長）銀行にお願いに行って、群馬銀行の、

駅のところに今でもあるんですけれども、そこへ

行って、「60坪の土地があるんだけれど、それを

買って冷凍庫を30坪ぐらいつくりたいんで、お

金を貸していただけますか」っていう話で、お願

いに行って、貸してくれたんですよ。

̶̶̶それは起業してからどのぐらい、何年ぐら

いたってですか。

（松村社長）２年ぐらいじゃないですかね。

̶̶̶もう２年でそこまで。

（松村社長）ええ。

̶̶̶二十歳そこそこの青年が、銀行に行ってす

るわけですか。

（松村社長）知らないお客さんに飛び込むのも、

銀行に飛び込むのも同じですね。

̶̶̶すごい。やっぱり決断するときって、一歩

引くよりも、先を見て前向きに取り組んでいった

ほうがいいんでしょうかね。

（松村社長）いいんでしょうね。自分なんかそう

いうふうに判断しちゃうんですよ。

̶̶̶怖さよりも未来。

（松村社長）だって、できませんって言ったら、

何もできなくなっちゃう。

̶̶̶そうですね。

（松村社長）ねえ。

【25歳で結婚、株式会社へ】

̶̶̶ええ。そして、10年かからずに、株式会

社へと成長させていきました、会社を。これは、

そのときにまた一つ、きっかけなどもあったんで

すか。

（松村社長）自分が18歳で始めて、25で結婚し

ましたがね。

̶̶̶ああ、25歳で。

（松村社長）ちょうど７年。

̶̶̶そんなお忙しい中で、ご結婚するというか、
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奥さまをお見つけになる時間はありましたか、社長。

（松村社長）いやいや、自分の知り合いのお姉さ

んのほうが紹介してくれて、デートするのは夜の

10時ごろか11時。自分がそのころはもうミゼッ

トっていうのが発売になって、ミゼットで運転し

て、後ろへ木のコンテナを付けて、助手席に乗っ

て、それでお話をしたり、手伝ってもらいながら

こういうふうにしたんですよ。

̶̶̶お仕事を半分しながら……。

（松村社長）うん、仕事をしながら……。

̶̶̶デートしたんですか。伺ったところによる

と、スタートしたころというのは労働時間という

か、ほとんど働いているか寝ているかのどちらか

ぐらいのお時間だったそうですね。

（松村社長）朝６時から夜12時まで頑張った。

̶̶̶ねえ。やっぱりそういうふうに一生懸命働

く姿というのが、奥さまの心をとらえたんでしょ

うかねえ。

（松村社長）そんな格好よくはないだろうけどね。

̶̶̶そして、今も仲睦まじく……。

（松村社長）いや、もう女房の言うことは何でも

聞くんです。

̶̶̶それが夫婦円満の秘訣でもあるのかななん

て思いますけれども。さあ、まだまだ話は尽きな

いのですが、ここで１曲お届けして、またその後

に松村社長にお話を伺っていきます。ちょうど松

村乳業が株式会社になったころ、冷凍食品の取り

扱いを、このころちょうど社長は始めたそうです

ね。

（松村社長）はい。

̶̶̶このころの曲を１曲、1970年代のナンバー

をお届けしたいと思います。ソルティー・シュ

ガーで『走れコウタロー』。

【事業の拡大】

̶̶̶「チャレンジ・ザ・ドリーム」、今日は株

式会社松村乳業の松村武社長にお越しいただいて

います。前半では起業したころのお話を中心に

伺ってきたんですけれども、ここからは、事業の

拡大について少しお話を伺っていきたいと思いま

す。松村社長、事業の拡大というのはどのように

行っていきました？

（松村社長）時代が変わる、変わっていくという

のを、皆さん、みんな肌で感じますね。株式会社

にしたころ、小売業がセルフ方式のスーパーマー

ケットっていう、そういう時代がどんどん来るだ

ろうと。それでそういうスーパーさんが出店して

きているという話を聞いていまして、たまたま

我々の近くにセルフ方式のお店がだんだんできて

きたんですよ。そういうところへお願いに行って、

ぜひ取引をしてくださいということで、お得意さ

んになっていただいて、という経過がありますよ

ね。

̶̶̶ちょうど1970年代ですね。

（松村社長）はい。

̶̶̶その新規のお得意さんになってもらうのに

あたって、何かご自分で提案をされたりとか、「こ

ういうふうにするといいですよ」というのをお考

えを伝えたりということもしていったんですか。

（松村社長）よそさまがしていないことをやろう

ということでやっていきましたから。そのころは

アイスの業界も専売制度という特約店制度となっ

ていまして、１社の契約をすると、そのメーカー

の商品きり扱わないという、そういう時代だった

んです。

̶̶̶そうですか。

（松村社長）はい。そういう中で、もっと喜ばれ

る方法はどうだって考えたときに、いろんなメー

カーの品ぞろえを１社で全部しちゃえば、お客さ

んは１社で済むと思いました。

̶̶̶そうですね。お客さまというのは、量販店、

スーパー側の方ということですよね。

（松村社長）ええ。量販店が例えば10メーカーを

品ぞろえをするとなったら、10社と取引しなきゃ

ですがね。

̶̶̶そうですね。

（松村社長）それが１社でできちゃえば、一番楽
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でいいですわね。

̶̶̶ただ、それは型破りですよね。

（松村社長）そのころはまだ全くなかった仕組みを、

自分の発想でやりまして、チャレンジしたんです

よ。そうしたら、見事にそれが相手のニーズ対応

というんでしょうかね、「そんないい会社があるん

なら、ぜひおたくと取引をしたい」という、そう

いう形で量販店がどんどん、どんどん、お客さん

で増えていったんです。

̶̶̶まあ、それは本当に成功ですけれども、逆

を返すと、それによって不利益が生じてしまうと

ころもありますよね。

（松村社長）ありますね。ずいぶん出荷停止だの

何だの、トラブルっていうのはたくさんあったん

ですよ。

̶̶̶そういうときって、どうやって乗り越える

んですか。

（松村社長）プレッシャーに負けないでやっぱり

やるんですよ。

̶̶̶負けない。

（松村社長）ええ。

̶̶̶いろんな圧力、かかりますよね。

（松村社長）ええ。それで負けたら、もう終わり

になっちゃいますね。

̶̶̶ふーん。

（松村社長）約束は守って。例えば１年間でこれ

だけの額を売りますよっていう契約をAのメー

カーとすると、それは必ず達成するんです。

̶̶̶ああ、それぞれのメーカーを取り扱うけれ

ども、あなた、Aさんのところでは必ずここまで

売上を伸ばしますよということを約束して、なお

かつ守って、納得していっていただいたと。

（松村社長）ええ。それで次のメーカーも納得し

てもらっちゃう。

̶̶̶そんな簡単に売れていくものですか、それ

ぞれのメーカーが納得する……。

（松村社長）いや、それだけお客さまを今度、増

やしていきますから、それもクリアできちゃうん

ですよ。

̶̶̶いわゆる今風に言うと、win-winの関係に

なったわけですね。

（松村社長）そうですよね。

̶̶̶そうやって、どんどん拡大路線にいったわ

けですか。

（松村社長）はい。

̶̶̶事業の拡大の仕方としては、あらためて伺

いますと、販路拡大に伴って商品の流通体制を整

えるのか、それとも、ある程度、先を見通して先

行投資をして、設備を整えていくものなんですか。

（松村社長）ええ、自分の場合はもう、先行で投

資をしまして、それに沿ってお客さまも増やしな

がらやりましたから、あまり無駄はなかったんで

す。

̶̶̶その先行投資、手を広げるというときとい

うのは、不安とか、心配などもあったのではない

ですか。

（松村社長）あまり心配しないんです。なせば成

ると思っているから、そう思ってやっちゃうんで

すよ。

̶̶̶周りの方からはどうでしたか。

（松村社長）まあいろいろ言われますよね。無謀

だの、何だの。

̶̶̶無謀……。

（松村社長）「そんな大きな冷凍倉庫をつくったら

大変だよ」と。「借金が返せなくなっちゃうよ」と、

いろいろ言われましたね。でも、自分じゃできる

と思うんだから、やっぱりやりますね。

̶̶̶すごいですね。

（松村社長）だって、一度きり、人生はないんだ

から。

̶̶̶まあ、そうですけど。

（松村社長）だから、思ったところにこういうふ

うにやらなきゃ、つまんないじゃん。

̶̶̶そうですねえ。

（松村社長）でも、思えば大体できる……。

̶̶̶うーん、思えば大体できる……。

（松村社長）ああ。

̶̶̶力強い言葉ですねえ。

（松村社長）そんなことはない。思わなきゃでき

ない。

̶̶̶そうですね。そういう中で、おととし、

2012年に、高崎市新町の本社に併設して、3,000

平方メートルを超える冷凍倉庫を備えた関東物流

センターを完成されましたよね。

（松村社長）はい。

̶̶̶先日、私も見学させていただいたんですけ
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れども、大きな施設ですね。

（松村社長）そうですか。

̶̶̶ええ。

（松村社長）もうこの辺じゃ、たぶん類を見ない

と思うんですが、思いっきりつくっちゃうんです

よ。

̶̶̶思いっきりましたよね。あの大きな物流セ

ンターをつくった狙いっていうのは何ですか。

（松村社長）やっぱり設備がないと何もできない

んですよ。

̶̶̶事業を拡大していくのには。

（松村社長）ええ。もちろん拡大もそうですけど、

例えばいろいろなお客さまが我々の会社に来てい

ただいて、見てもらうとしますね。すると、「こん

な素晴らしい設備をお持ちなんですね」というと、

ぜひ取引をしたいという、そういうふうになるん

ですよ。

̶̶̶もうその倉庫自体がプレゼンの場所という

か、それ自体で、もう納得していただけるという。

（松村社長）それだけの機能を兼ね備えています

から。

̶̶̶持ってますよね。

（松村社長）冷凍で、ボイスピッキングができる

装置なんていうのは、我々、日本で初めてなんで

すよ。

̶̶̶そのボイスピッキングというのは、松村社

長、何ですか。

（松村社長）パソコンから指令を出して、例えば

Aの商品が２個、Bの商品が２個、Cの商品が５

個って言うと、声で伝わるんですよ。

̶̶̶倉庫にいる方、作業をしている方ですね。

（松村社長）そう。それでもう、そろっちゃうん

ですよ。で、そのハンディがあって、ハンディを

ピッと当てると、そこに例えば15ケース、Aのお

店へ持っていくというと、それで正解ですよって

ピッと出ちゃう。

̶̶̶ああ、間違っていないかどうかもそこで

……

（松村社長）すぐわかっちゃうんですよ。ですから、

我々のトラックへ積み込むでしょう。積み込む前に

100パーセント正解で積み込みますから、小売業さ

んのほうは荷受けをするのに、その仕組みで持って

いくと、検品は要らないと言われるんですよ。

̶̶̶ああ、もう確実な数字ですものね。検品す

る必要もないわけですか。

（松村社長）そうです。一切必要ないから、それ

だけ作業が、手間が省けますがね。そのまま売場

へバッと持っていったり、バックヤードへ持って

いきますから。そういう仕組みです。

̶̶̶ああ、そうなんですね。あと、小分けをし

て、それぞれの、それこそ個食に対応したような

パックまでつくってらっしゃいますものね。さま

ざまな、本当に時代のニーズに合わせたことを、

倉庫の中で全部一括してできるということですも

のね。

（松村社長）できるんです。

̶̶̶ええ。

（松村社長）群馬大学と１年間かけて、カロリー

コントロールなんていう、そういう製品づくりも

あそこでできたんですよ。

̶̶̶「たべきり御膳」ですよね。

（松村社長）はい。

̶̶̶群馬大学の医学部付属病院と共同で開発し

たもので、高齢者の方々が栄養バランスのいいも

のを取ろう、取っていただこうということででき

上がった、「たべきり御膳」でしたっけ。

（松村社長）はい。

̶̶̶ええ。そういったことも、あそこの物流セ

ンターの倉庫の中で一括してできるということで

すものね。

（松村社長）はい。

̶̶̶ところで、現在は松村乳業をはじめ、合わ

せて９つのグループ会社があります。一つの会社

で部門を分けるのではなくて、別々の会社をつ

くってきた理由というのはどんなところにありま

すか。

（松村社長）最初は１社から部門ができてという

形になっていましたけど、専業にしたほうのが伸

びると思ったんですよ。ですから、例えばアイス

ならアイスを頑張る会社、冷凍食品を頑張る会社、

業務用の食品を頑張る会社とかって、それをみん

な分けてきたんですよ。もう一つは、時代の変遷

がありますから、我々がやっている仕事が、どれ

かの業種が、環境で例えばこうして、もし業績が

悪くなったときにどうするかっていうと、そうす

ると、１社なら１社を、それは採算を維持できな
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いからやめようとしてやめることができますね。

そうすると、例えば８つあって一つやめても、７

つで維持できますから。という考え方もあったん

ですよ。

̶̶̶ああ、リスクの回避にもなるということで

すね。

（松村社長）ええ。

̶̶̶そして、会社があるということは、それぞ

れ人材ももちろん育ちますし、社員の方たちのモ

チベーションであったり、責任感という部分にも、

やっぱりかかわってくるんでしょうか。

（松村社長）そうですよね。関連会社の、だんだ

ん社長を、幹部の中からこういうふうにしていこ

うと思っているんですよ。

̶̶̶そうなんですね。

（松村社長）ええ。そして自分が社長で頑張れる

んだというと、喜んで一生懸命頑張りますがね。

̶̶̶それが業績をどんどん上げて、間もなく売

上が300億円というところまで手が届く。

（松村社長）ええ、間もなくいきそうですよね。

間違いなく来年いくと思いますよ。

̶̶̶そういうところまで来たわけですものね。

（松村社長）はい。

̶̶̶さぁ、そんな魅力たっぷりの松村社長なん

ですけれども。

（松村社長）いや、大したことはないんだけど。

̶̶̶またコマーシャルを挟みまして、再びその

魅力に迫っていきたいと思います。

【プライベート】

̶̶̶「チャレンジ・ザ・ドリーム」、株式会社

松村乳業の松村武社長にお越しいただいています。

さて、お仕事で忙しい毎日を過ごされていること

と思いますが、そのような中、趣味や息抜きの方

法ってありますか。

（松村社長）息抜きは、寝ることなんです。

̶̶̶どのぐらい、結構長く寝るんですか。なん

か短期間にバッと集中して寝るんですか。

（松村社長）寝ることは健康につながるというので、

例えば「この場所で寝てみろ」って言われれば、

横になれば寝ちゃうんですよ。

̶̶̶ほんとですか。どこでも寝られる。

（松村社長）ええ、そう。人さまがいても何でも、

すぐ寝られるんですよ。特技だと思うんですけど

ね。息抜きはね、女房がテレビでビデオを映して

おいてくれますがね、話題の。テレビはニュース

ぐらいしか見ないんですけど、とってあるやつを

見るんです。

̶̶̶特にどういうものがお好きなんですか、ミ

ステリーとか。

（松村社長）いや、やっぱりアクションのほうが

好きだったり、時代劇も好きなんですよ、やっぱ

り。

̶̶̶ええ。時代劇。どんなものをご覧になるん

ですか。

（松村社長）火盗改とか、ああいうのが大好きで

すね。

̶̶̶やっぱり最後、正義が勝つみたいなものが

お好きですか。

（松村社長）何でしたっけ、野球で最後に逆転す

るっていうのを……。

̶̶̶『ルーズベルトゲーム』ですね。

（松村社長）そうそう。あと、何だっけ、臨店っ

ていうのが行って、こういうふうに。

̶̶̶ああ、『半沢直樹』ですね。

（松村社長）そうそう。あれも……。

̶̶̶「倍返しだ」もご覧になりましたか。

（松村社長）面白いよね、ああいうのはね。

̶̶̶やっぱりビジネス関係のものっていうのは、

結構お好きなんでしょうかね。

（松村社長）好きなんですね。自分ならこういう

ふうにできるかなとか、「ああ、なるほどな」とか、

やっぱり面白いじゃないですか、ねえ。

̶̶̶あとはやっぱり、今、時代がどういったも

のを求めているかというのも、そういったドラマ

であったり、本などから吸収したりしていらっ
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しゃるんですかね。

（松村社長）ええ、本はよく読むんですよ。

̶̶̶どんな本がお好きなんですか。

（松村社長）今見ているのは、世界の雑学。知ら

ないことがたくさんあるでしょうという本を読ん

でいるんですよ。知らないことがいっぱいあるな

と思って、いろんなことを本で勉強しているんで

す。

̶̶̶吸収力というか、吸収欲が強いんでしょう

かね。

（松村社長）そんなことはない。

̶̶̶奥さまとも大変仲がよくていらっしゃっ

て。

（松村社長）抵抗しないんだ。そういうふうに心

に決めているの。何を言われても「わかりまし

た」って、「申し訳ありません」って。「今後、直

しますから、気を付けますから」っていう。そう

いうふうにやってますから、けんかはないんです。

̶̶̶いいですねえ。まさに理想の夫婦像。

（松村社長）いや、女房は、言うことはガミガミ

言いますがね、「今後、気を付けます」って。

【卸売から製造販売へ】

̶̶̶さて、楽しい話、もっともっと聞きたいの

ですが、いったんちょっと仕事の話に戻りますね。

（松村社長）はい。

̶̶̶新規事業も、いろいろ社長、考えていらっ

しゃるそうですね。

（松村社長）考えているっていうより、こういう

ことをしたほうがいいんじゃないかなっていうこ

となんです。

̶̶̶先ほどの群馬大学医学部付属病院との共同

開発の「たべきり御膳」ももちろんそうですけれ

ども、やっぱりアイスクリームなどでは、いろん

な考えがまたおありと聞いておりますけれども。

現在、「まちのアイス屋」さんというブランドが一

つありますけれども、今後はどんなことをお考え

ですか。

（松村社長）アイスでは、もう一つブランドを登

録できまして、「タンジェリンツリー」という、オ

レンジの木という意味なんですけど、そのジェ

ラートのブランドも立ち上げまして、そういうも

のをこれから製造して、地域の皆さまにつくりた

てアイスということで、おいしいのを皆さんに供

給させていただきたいと思ってますよね。

̶̶̶今の段階では、ご自分のところでつくって

いるのではなくて……。

（松村社長）今、委託でお願いしているんです。

̶̶̶委託ですよね。

（松村社長）委託加工してもらっているんです。

̶̶̶それを、今後はご自分のところで製造もな

さるわけですか。

（松村社長）はい、製造販売をさせていただきます。

人気のあるアイスキャンディ、昔懐かしいと言わ

れる、こういうふうに串の刺さっているやつです

よね。たまたま我々が委託していた会社が、それ

が今度できなくなるということになりまして、器

具類を全部、我々がそっくり頂いてきまして、そ

れを来年までに、来年の夏はなくなっちゃうもん

ですから、工場をつくって、その製品を我々がつ

くるんですよ、今度は。製造会社をするんですよ。

製造販売をするんですけど。

̶̶̶もう全てということですね。

（松村社長）はい。それでノウハウとかっていう

のは我々が委託していた会社がみんな持っていま

すから、それをそっくり教わって、それで実際に

おいしいキャンディをつくりましょうと。つくる

にあたっては、もっと今までより付加価値の高い

ものをつくろうということで。

̶̶̶もうその準備のために、いろんなことが進

められているわけですね。

（松村社長）準備はしているんですよ。

̶̶̶では、来年の夏ぐらいが、また楽しみです

ね。

（松村社長）ええ、おいしいのができると思いま

すよ。ぜひ、ご試食をしていただきますよ。

̶̶̶楽しみにしております。

（松村社長）はい。

̶̶̶そういうふうにどんどん、その必要に応じ

てという部分もあると思うんですけれども、業務

を拡大していらっしゃいますよね。

（松村社長）拡大するつもりじゃないんだけどね。

̶̶̶例えば途中で「もうこの辺りでいいかな」

とか、「疲れたな」とか、そういうふうに思うことっ

ていうのは、松村社長はないんですか。

（松村社長）あまりそういうことを考えないんです。
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̶̶̶常に走っていらっしゃいますよね。

（松村社長）走っているんだか、歩いているんだか。

たぶん、歩いているんだと思うんですけど。

【人材育成】

̶̶̶人材育成のときに、これは大切にしてい

るっていうことがありますか。

（松村社長）わからないことは教えてやる、聞き

なさいということで、自分は大したことは知って

ないんだけど、こういうふうにしたほうがいいん

じゃないかという形でやっているのが日常なんで

すよ。

̶̶̶いろんなアイデアをたぶん持って、社員の

方が社長のところにご提案されると思うんですけ

ど、そういったものというのは比較的ノーと言わ

ないんですか、社長は。

（松村社長）言わないですよ。自分は怒らないん

ですよ、一切。

̶̶̶怒らない。

（松村社長）怒らない。

̶̶̶それはどうしてですか。

（松村社長）怒ったって、できればいいけど、で

きないなら怒ってもしょうがないだろうと。

̶̶̶そのアイデアを何か形にできるようにアド

バイスをなさったりとか。

（松村社長）報告書でも何でも、必ずコメントを

書いて出すんです。

̶̶̶あ、社長が自ら。

（松村社長）ええ。

̶̶̶必ず目を通すということなんですね。

（松村社長）そう。だから忙しいんです。

̶̶̶忙しいですね。さて、そろそろ時間が少な

くなってきたんですけれども、最後に、これから

起業や新規事業に取り組もうという人へのメッ

セージの意味も込めてお話していただければと思

うのですが、事業を始めたり拡大するために大切

なことは、松村社長、何だと思いますか。

（松村社長）人さまのお役に立つっていうこと。

あるいは、喜んでいただける、幸せを感じていた

だけるってことですからね。そういう喜んでもら

える仕事なら、たぶん我々がいなくなった後も継

続して皆さんに喜ばれる、そういうふうにありた

いと思っています。

̶̶̶おいしいものを食べたときのあの喜びの瞬

間って、何とも言えないですもんね。

（松村社長）幸せ感ですね。

̶̶̶ええ。その後ろに松村社長の顔が、今度、

私も思い浮かびそうな。

（松村社長）いや、こんな顔じゃあ、おいしくな

くなっちゃう。

̶̶̶いえいえ。今日は本当にいろいろと聞いて

いらっしゃる方がヒントになるようなお話を頂け

たのではないかなと思います。「チャレンジ・

ザ・ドリーム」、今日のトップインタビューは、

株式会社松村乳業の松村武社長にFMぐんまのス

タジオにお越しいただき、お話を伺いました。松

村武社長、どうもありがとうございました。

（松村社長）ありがとうございました。お世話に

なりました。

̶̶̶こちらこそ。もう１曲お届けします。松村

武社長に選んでいただいた素敵なナンバーです。

エルヴィス・プレスリーで『ブルーハワイ』。松

村社長、ありがとうございました。

（松村社長）ありがとうございました。

●信用保証協会からのお知らせ
「ぐんまグッドサポートガイド」「信用保証ガイド」

について

̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお

知らせです。群馬県信用保証協会の栗原さんにお

話を伺います。栗原さん、よろしくお願いします。

（栗原係長）こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶今日は保証協会で発行している雑誌、「ぐん

まグッドサポートガイド」、「信用保証ガイド」に

ついて説明いただけるとのことですが、まずは

「ぐんまグッドサポートガイド」とはどういった

ものですか。

（栗原係長）はい。保証協会では信用保証業務の

ほかにも、相談、診断、情報提供などの各種サー

ビスを行っています。これらは大きく創業支援、

経営支援、再生支援の３つに分かれており、それ

らの業務を３つの支援と名付けて、中小企業の皆

さまの経営を積極的にサポートしています。この

３つの支援業務について中小企業や金融機関など

の関係機関の皆さまにより一層のご理解をいただ
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くため、ガイドブックとして「ぐんまグッドサ

ポートガイド」を作成しています。毎年度改訂を

行っていますが、平成26年度版では、今年度開

始した認定支援機関による経営改善計画策定の費

用補助事業についても掲載しています。さらには、

創業応援チームによる創業支援の活動事例や、経

営・再生の各支援の取組事例など、全部で21の

多彩な事例を掲載して、内容をより充実させまし

た。

̶̶̶私も見せていただきましたが、保証協会が

力を入れている３つの支援の取組がわかりやすく

書かれていますよね。もう一つの「信用保証ガイ

ド」はどういったものですか。

（栗原係長）はい。保証協会では保証制度のご案

内をまとめたガイドブック「信用保証ガイド」を

毎年度発行しています。取り扱いしている全ての

保証制度を掲載しているほか、ご利用の多い保証

制度や、保証協会が推進している保証制度を詳し

く紹介しています。また、保証協会の概要や業務

の内容についても説明していますので、保証協会

をご利用いただくための手引書としてもご活用い

ただけます。

̶̶̶これらの冊子はどちらで手に入れることが

できますか。

（栗原係長）はい。金融機関、商工団体の窓口に

置いてあるほか、保証協会にご連絡いただければ、

お送りさせていただきますので、お気軽にお問い

合わせください。

̶̶̶「ぐんまグッドサポートガイド」、また「信

用保証ガイド」、これらの冊子を見て、保証協会

がより身近に感じてもらえるといいですね。

（栗原係長）はい。保証協会は中小企業の皆さま

のパートナーとして、どんな小さなご相談でも親

身になってサポートいたします。相談は無料です

ので、安心して、そしてお気軽にご相談ください。

̶̶̶栗原さん、今日はどうもありがとうござい

ました。

（栗原係長）ありがとうございました。

●チャレンジ企業紹介コーナー
株式会社ほんやら堂

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、後半は、新しい挑戦やユニークな取組

をしている企業、急成長企業などへの訪問インタ

ビューです。今日ご紹介するのは、癒やし系雑貨

の企画、製造、販売を手がけている、高崎市の株

式会社ほんやら堂です。羊のキャラクター、おや

すみ羊を使った枕などのヒット商品、それから、

群馬大学医学部や県立女子大学美術科の学生との

コラボレートなどでも注目される会社です。癒や

し系雑貨、女子大生とのコラボ、そして何よりも、

ほんやら堂という会社名からして、柔らかい女性

的なイメージの会社ですが、経営者はなんと57

歳の男性です。どんな方なんでしょう。高崎市上

中居町の株式会社ほんやら堂を訪問し、藤永辰美

社長にインタビューしてきました。

　私は今、高崎市上中居町の株式会社ほんやら堂

に来ています。社長、こんにちは。

（藤永社長）こんにちは。

̶̶̶今、ショールームにお邪魔しているんです

けれども、安眠用の靴下、腹巻、アイピロー、枕、

スリッパなど、ずらりとさまざまな商品が並んで

います。今日は藤永辰美社長にお話を伺います。

よろしくお願いします。

（藤永社長）はい、こちらこそよろしくお願いい

たします。

̶̶̶いやあ、白いシャツにジャケット、ジーン

ズと、格好いいですね。なんか着こなしがさりげ

ないんだけど、めちゃくちゃ格好いいですね。

（藤永社長）恐縮です。ありがとうございます。

̶̶̶藤永社長は広島県のご出身ということなん

ですけれども、なぜ高崎で会社を始めたんですか。

（藤永社長）そうですね。商売をやるんでしたら、

日本中に商品を売っていきたいなという、そうい
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う思いがありまして、日本のへそである群馬県で

立ち上げたいと、そういう思いでやらせていただ

きました。

̶̶̶ほんやら堂を立ち上げたときの、最初の会

社というのは、どのような形で進めていったんで

すか。

（藤永社長）リゾートグッズをつくっていました。

̶̶̶グッズを。

（藤永社長）ええ、例えばスキー場でしたり、テー

マパークのオリジナルグッズを、キャラクターを

つくって、それを商品にしていくという、そうい

う形でしたね。

̶̶̶そのリゾート向けの商品というのは、具体

的にどのようなものをつくっていたんですか。

（藤永社長）ちょうどそのころ三種の神器ってあ

りましたね、リゾートグッズの。一つはタオル、

あともう一つがマグカップ、あとTシャツ。そこ

にテーマパークとか、あとはスキー場のロゴマー

クをつくって、こちらのほうで、それを入れてい

くというような、そんなビジネスでしたね。それ

プラス、東京ディズニーランドをやらせてもらっ

たときは、自然木を使った商品でOEMを提供し

ましたね。

̶̶̶その自然木というのが、その後のナチュラ

ル商品であったり、癒やし系のグッズというのに

つながる……。

（藤永社長）そうなんです。

̶̶̶そこから癒やし系に行ったのはなぜです

か。

（藤永社長）そうですね。間伐材から始まって、

自然の不思議な力シリーズっていうのをつくって

いくんですけど、それは例えばヒノキを使った商

品だったりとかで、もうそれ自体も癒やしだった

のかとは思うんですけどね。で、その中で、時代

がもう勝手に癒やしの方向に行きますから、そこ

で自分たちが出した一番初めのキャラクターで、

なまけたろうっていうキャラクターグッズがあっ

たんですよ。

̶̶̶だるまのような形で、それに手と足が付い

たような。

（藤永社長）そうそう、そうそう。そのときにちょっ

と実験的にやったのが、ぬいぐるみ系に近かった

んだけど、そのときにタブーだったのは、眠り目っ

て絶対売れないよって言われていたんですよね。

̶̶̶目をつぶっているものですね。

（藤永社長）そうそう、そうそう。絶対に目とい

うのはくりくりじゃなきゃ売れないんだと。でも、

僕らは関係ないじゃないですか。業界人じゃない

から。よそから来た人間だから。やっちゃえ、やっ

ちゃえと。眠り目、売れないんだったら、やっちゃ

え、やっちゃえというのでやったら、ドッカーン

といっちゃったんですよね。

̶̶̶すごい。

（藤永社長）僕はナチュラルにいきたいんですよ。

̶̶̶なんかちょっと苦笑という感じですけど。

（藤永社長）それで、「ほんやら堂って、そっちだ

よね」になっちゃったんですよ。だから、ほんと

は、群馬でやろうって言ったのは、さっき、中心

だっていうのは、これ、本当にあるんですよ。こ

れは間違いなかったんですけど、僕、驚いたのは、

僕、広島っていうところに住んでいたのね。それ

で、渓流魚とかって、すごいいろんなところにあっ

て大好きで。僕、瀬戸内海なんですよ、三原って

いうところなんですよ。広島もね、山の奥に行く

と、ヤマメとかいるっていうんだけど、潜って見

たことがないんですよ。でも、高崎に一度来て、

倉渕の川、ちょっと潜ったら、ヤマメが目の前に

うようよいたんですよ。すごいと。「ここだ」と

思ったんですよ、これ。

̶̶̶藤永社長のナチュラル志向と、うまく合い

ましたね。

（藤永社長）そうなんですよ、実は。

̶̶̶でも、やっぱり何といってもほんやら堂さ

んのロングセラー、ヒット商品と言えば、おやす

み羊ですよね。

（藤永社長）ええ、1,000万個売りましたね。

̶̶̶すごい。

（藤永社長）10年かけてですけどね。

̶̶̶おやすみ羊が生まれた背景というのは、ど

んなことがあったんですか。

（藤永社長）僕たち、リゾートをやっていました

から、そのときに羊っていうモチーフでは、実は

商品開発をしていたんですね。

̶̶̶もうリゾートのころから、グッズを扱って

いたころからしていたわけですか。

（藤永社長）ええ。それが癒やしっていうテーマ
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に流れていく中で、眠りっていうんですかね、っ

ていうところで、やはり羊っていうモチーフを

持ってきたということですかね。

̶̶̶その羊というキーワードは、やっぱり藤永

社長がお出しになったんですか。

（藤永社長）そうですね、会社の中の企画みんな

でやっていったことですかね。

̶̶̶アイデアの源って何ですか。

（藤永社長）やっぱし情熱なんですかね。

̶̶̶何か生み出したいという情熱ですか。

（藤永社長）だと思いますね。やっぱしみんなね、

思いは強いですよ。強い思いを持っている子ばっ

かり。そこから出るんでしょうね。で、マーケティ

ングから生まれるんだったらね、簡単だと思いま

すよ。

̶̶̶その思いというのも、どこでそれは、社長

は見定めているんですか。

（藤永社長）それは、「これはちょっとあれだな」「こ

こは足りないな」「ここは駄目だな」って言うと、

駄目なものとか、駄目な子は、そこで終わるんで

すよね。それ以上行かないんですよ。

̶̶̶その企画を……。

（藤永社長）また上げてくるじゃないですか。

̶̶̶上げてきて……。

（藤永社長）きたときに、これじゃないよね。もっ

と、こうこうこうだよねってやり始めるじゃない

ですか。そのときに、もうそこで次のステップに

いかないんですよ。例えばもう時間がないとか、

忙しいとか。でも、本気で「これは」って思って

いる子は、そこで諦めないんだよね。

̶̶̶企画書を練り直して、また持ってくるんで

すか。

（藤永社長）うん、持ってくる、持ってくる。寝

ないでやってくる、やってくる。聞いたら、「朝、

水道で体、洗ってた」って言っていましたから。

̶̶̶もう、徹夜してでも。

（藤永社長）でも、本当にそれ、日常茶飯事だっ

たよ。だからそういうのが生まれてきている背

景っていうのは。

̶̶̶ヒット商品が生まれてきている背景には

……。

（藤永社長）うん。やっぱり本音を言うと、マー

ケティングで、開発のときのマップとか、全部、

正直言ってつくっているんですよ。能書きを言う

んですよ。「今、時代がこうでね、マーケティン

グをしたら、こうで」っていうことは言うんです

よ。でも、それを昇華させるのは、やっぱり思い

なんだよね、これはね、本当に。だから一応こう

やって産学連携でやっているでしょう。産学連携

をやるときに、一丁前に「商品とは」っていう説

明をするんですよ。

̶̶̶県立女子大学美術科の学生とコラボレート

とかもしていますものね。

（藤永社長）ええ、そうですね。もう楽しまさせ

てもらっています。

̶̶̶そういうチャンスを学生の方にもっていう

ふうに考えるのはどうしてですか。

（藤永社長）逆に、いろいろと気付かされるよう

なこともあるんですよね。自分たちの発想外。僕

たちもやっぱりずっとやっていると、枠ができ

ちゃうじゃないですか。でも、学生さんって枠が

ないですもんね。そこから出てくる発想っていう

のは、やっぱりすごく勉強になることがあります。

̶̶̶どうしてもあれですものね、私たちですと、

この商品は売れるかなとか、考えてしまいますよ

ね。

（藤永社長）そうなんです。もっと言うと、初め

からこれはもう対象外とかっていう、もう枠をつ

くっていますもんね。何でかっていうと、もうマー

ケットのことがわかっているから、変に。

̶̶̶そうですよね。

（藤永社長）本当は大してわかってないくせに。
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ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【９月の放送のお知らせ】

平成26年９月４日（木）12:00～12:55

再放送　 ９月６日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！

̶̶̶こういった商品が実際にお客さまの目の前

に出ると、たぶん学生さんにとっても、すごくや

る気が出ると思うんですよね。

（藤永社長）そうですよね。

̶̶̶それがきっかけで、例えば学生さんも、じゃ

あ起業してみようかしらとか、あと、何か今、始

めているんだけれども、ちょっと立ち止まってい

るなんていう方もいると思うんですが、何かアド

バイスとか、社長のほうからありましたら、ぜひ

お願いできたらと思うんですけれども。

（藤永社長）うん、今、ちょうど、時代を見てい

ると、すごく、時代が動いているような気がする

んですよね。だからきっと、これからの時代って

いうのは、僕たちじゃなくて、次の世代がつくっ

ていくんだなって本当に強く感じるんですよね。

だから、自分たちがつくりきれていないもの、今

の世の中に対して表現できなかったりとか、与え

きれていないものって絶対あると思うので、そ

れって今の時代を生きている人が本当に実感でき

ていると思うので、もう今がチャンスだよって、

そういうふうに伝えたいですよね。だから、勇気

を持ってくれとか、そういうことじゃなくて、勇

気も何も持つ必要はないから、やってみればって、

すごく楽しいよって、そういう気がします。あと

は本当に、思いだね、やっぱり本当に思い。好き

なことをやりたいっていう思いがあれば絶対にう

まくいくと思うし、応援します。

̶̶̶思いですか。

（藤永社長）うん、はい。

̶̶̶藤永社長は、次の何か戦略をお考えですか。

（藤永社長）そうですね、いっぱい考えていますよ。

一つは、今、自分たち、群馬じゃないですか。富

岡製糸の世界遺産、登録されたので、決定したの

で、そこから本当の絹の文化っていうか、それを

継承していくんじゃなくて、新しい絹の文化を、

要するに今の暮らしに合った絹商品をつくってみ

たいっていう、これ、強い思いが今、ありますね。

̶̶̶いいですね。

（藤永社長）あと、絹が持っている力、パワーっ

て何なんだろうっていうところから生まれた商品。

そういったものもつくっていきたいなと思うんで

すよ。

̶̶̶もうそれは商品化間近ですか。

（藤永社長）そうですね。もう今、企画まで入っ

ていますので、あとは群馬県の力を借りたりとか

しながら新しいものをつくっていきたいと、そう

いうふうに思っています。で、来年の干支が羊な

んですよ。

̶̶̶きますね。

（藤永社長）楽しみにしています。

̶̶̶これからもどうぞ私たち消費者のニーズを

先取りしたグッズ、さまざまなグッズを届けてい

ただければと思います。今日は株式会社ほんやら

堂の藤永辰美社長にお話を伺いました。ありがと

うございました。

（藤永社長）はい、こちらこそどうもありがとう

ございました。

●エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。今日は、番組前半は、アイスクリームや冷

凍食品の卸売りや自動販売機事業などを手がける

高崎市の株式会社松村乳業の松村武社長へのトッ

プインタビュー。そして後半は、高崎市のほんや

ら堂への訪問インタビューをお送りしました。

トップインタビューの模様は、ポッドキャスト配

信も行っています。FMぐんまホームページの

「チャレンジ・ザ・ドリーム」のサイトをご覧く

ださい。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。
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